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－台で複数のデータを表示する、液晶

フルファンクション・ディスプレイ

アメリカズカップをはじめ、ヨットレース界の頂点で活躍する多く

のプロ．セーラーたちから絶賛されている、英国B&G社のハーキ

ュリー・システム航海計器。その最新バージョンアップモデルとし

て790シリーズが誕生しました。

従来機種690との大きなちがいは、レース専用ソフト「タクティ

シャン」を標準でバンドルし、IBM系パソコンとの連動を可能に

した点。IMS計測データを入ﾉjすることにより、白艇だけのベス

ト・タクティシャンをはじき出すほか、さまざまなコンディション

を分析しながら、風向風速の変化をも予測します。

ポーラダイアグラム表示中の画面。そのときの風による
ターゲットボートスビードを計算する

レース専用ソフト「タクティシャン」の動作条件

･|BM系パソコンCPU386以上

･メモリー4MB以上、HD20MB以上

･Windows3.1(英語版OS)

※日本語版Windows3.1は未対応

Hercules790システムの構築は、レーシングパック

￥1,158,000円よりさまざまな組み合わせが可能ですへ一因
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マーク到達までのタクティクスに
可

風の変化をグラフ表示

必要なさまざまなデータを表示マスト付け根などに装備

する20／20液晶大型

ディスプレイ

読みやすさ抜群

のアナログ・デ

ィスプレイ

11インチの大型液晶両面を採用したGPS

チャートプロッター、LCDCHART

ｸﾙー ジﾝク派にも朗報!爵聴講露罵峡鶏巽辨幽鷲慕弓
パソコン用気象ファクス便利なｿﾌﾄが英国より登場しました｡川意するのは､IBM系

表示ソフトICS－Ⅲ上醐獅鼎猫嗽靭郷縦製を(，
ICS-mセット内容動作適応環境短波ラジオ(パナソニックRFB-65)とパソ
・英文ならびに日本語マニュアル．|BM－PCコンパチ(DOS/V)パソコンコン(東芝ダイナフツクSS-450)を組み合
．3．5インチFDD×3・VGA以上の画面(640×480×16

わせた例。なお、写真のデモテーブは含・受信デモ用カセットテープ階調レベル以上を推奨）
．ラジオ接続用モジュラーケーブル×1・メモリー640K以上まれておりません。
（パソコンのシリアルポートとラジオの・ハードデスク仕様
イヤホン端子を結びます）

お問い合わせ
西日本地区販売元

コスモマリン（株）
大阪市浪速灰稲荷2－7－5
TEL：06－567－2397FAX：06－567－2398

輸入発売元

(株）工イジツ
東京都世田谷区弦巻4－25－16
TEL：03－3426－1247FAX：03－3426－8581

テイコ1号胄森店(青森舶用(株)）
青森市本町5－8－8
TEL：0177－23－5831FAX：0177－77－3957

テイコ1号(ｴｨジｯ･ｼｮー ﾙー ﾑ）
浦安市鉄鋼通り2－6－16
TEL：0473－80－0481FAX：0473－54－8812
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チーム<シーホーク>優勝記 ●リポート／野村竜史

今I111のジヤパンカ､ソブ参戦に当たって、世

良オーナーはじめ我々シーホークチームのメ

ンバー全員の胸の内にあったのが、前1mlのジ

ャパンカップでの脈しさであり、全ロ本ワン

トン、関東選下樅を皿じて少なからず芽生え

始めた自分たちへの''1ｲ‘;による優勝への期待

感でした。

カップ准得にむけての準附は世良オーナー

桑原マネージャーを'|!心にソフト、ハード1ni

において入念に行われることとなりました。

セールに関してはノース･ダイヤモンドセー

ルメーカーズの菊地氏、中嶋氏を中心にオー

ガナイズを受け、ヘッドセールの一部とメイ

ンセールに3DLその他呼を導入｡艇体に|11し

ては特にダウンウインドでの問題点を解決す

べく船底塗装の縦りll'1:し（クルーのみなさん

おつかれさま)､マストチューニング等で改jキ

をIxIりました。

クルーにおいては、今回は2ボートによる

参戦でしたので錬隣のワントンブレイヤーズ

であるオリジナルクルーをワントンに、そし

てMUMMには世良オーナー、ノース･ダイヤ

モンドセールメーカーズのりi'嶋氏他オリジナ

ルクルーとともに11本を代表するセーラーで

ある芥路氏、‐甲堺j氏、}Iilll氏を迎え、タクテ

イシャンには菊地氏を、そしてヘルムスマン

にはワントンll＄代から我々とともにシーホー

クチームの思い出を築きl畠げたB,ベッキン

氏を迎え練謁を砿み亜ねてきました。

さてレースでの感想ですが、まずスタート

がMUMMだけﾘだったことにより他クラス

の艇と絡みがあまりなかったこと、実際に私

がレース中仙のMUMMしか兄えてなかった

ことから、MUMMII!心のI活になってしまう

ことをご~J奈承下さい。

インショアレースにおいてまず感じたのは

''1分達が行ってきた堆附、もしくは練習を他

艇が同等にもしくはそれ以上に行っていたと

いう事実を、いやと言うほど思い知らされた

ことでした。f零般的に''1凪域が多く、かつあ

まり大きなシフトがなかった今回のインショ

アレースでは、MUMMに限っていえば他艇

と併走している状況が雌初から最後まで続い

たということにつきると思います。チューニ

ング等に関して言えば、蕎艇熟成段階を迎え

たのか速度・角度ともに突出している艇がな

かったため、夕､ソク1liIIが順位に影響してく

るといっても過甫ではないほどの、終始ビリ

ピリしたある怠味では非常におもしろいレー

ス展開となりました（実際はかなりWｶﾂIwく

なるほどの緊張のjLE統でした)。

レース'l]は、常に併走している艇の尚さ、

スピードをコールし、それをうけて走らせ方

を（各トリム）洲終する作業が延々と続けら

れました(II'Ⅲ＄さん、谷路さん、お疲れさま

でございました)｡ハイクアウトをしてコール

を行う身としては、レースが始まったと1!111,￥

に鬼神に変身してしまった菊地氏、ベッキン

氏（許段はいい人です）へ、いい'l,'i服を流せ

る間(例｢今、higherアンドfasterで－す｣云々）

はいいのですが、悪い時になって沈黙が少し

多くなり「今よくない」云々の情報を流すと

重苦しい空気が流れたものです。また、かと

いって沈黙が災いと、「情報ないのか｣と怒鳴

られてしまいます。情服の中間補"状態に陥

ったのは､私だけではなかったと思います(と

いうのは私の思い過ごしでしょうか)。

冗談はさておき、ヨットのレースというも

のはいかによいシフトを捕まえることができ

るかが勝負のlﾘⅢIWを分ける大きな要1人Iでしょ

う（当然のことですが)。特に、シフト1冊があ

まり大きくなかった今回のインショアシリー

ズにおいて、フリートから大きく離れること

はあまり得策でない（よほど雌｛『すがあるかよ

ほど離されているかは別として）ため、少し

でも前に出るためにはショートレンジでの微

妙なシフトを拾うことが重要な要1大Iになった

と思います。そのため、各艇ともどんな榔面

の変化も見逃すまいと、まさに「視線はもう

海に釘づけ」状態であったことは想像に難く

ありません。

マークランディングにおいては、ワンミス

－2－

へ

が叩順位を入れ替えるという超緊迫したもの

でしたが、クルー全員の練謁の成果か、いい

luI航ができました。特にバウマンII輻さん、

ピットl'illlさんですが、私{l''il人の今までの経

験からは「これは絶対間にあわない、これは

無理だろう」というようなアフターガードか

らのマークまで数艇身しかないところでのオ

ーダー変史にも神業的な対応をみせ、いたく

感動させられた印象力雰あります。

我力艇はスタートを失敗し、追い上げかな

わず3位になった第1レースの他は、1位を

とることができました。MUMMフリートの

単独スタート制により、粂艇がほぼ一列のさへ

ヤストスタートを切っていたので、今まて過一

去にi楓戦した「グッドスタートそのまま逃げ

切り」という展l刑は1つもなく、まさに「も

ぎ取る」ような勝ち方となりました。

他艇では、特に第1レースでMUMM1位

をとった<カラス＞がいい走りをしており、

気になる存在でした。今まではダウンウイン

ドの走りで差をつけられるケースが多かった

のです力罫、（船底の効果もあり？）1,i1群のパフ

ォーマンスをリ|き出すことができたので「イ

ケる」気がしました。

逆にクローズでの走りについては<カラス＞

力罫以前よりかなり試行f鼎(をしたと思わせる

{|能を兄せ、恐lijを感じました。

ｼｮｰﾄｵﾌｼｮｱﾚｰｽは､初肪までの

往路もおもしろかったですが、強風下での初

島からのり,,総力罫、各艇|剛様我力艇もかなりの

ハイテンションのなかタイトリーチングを楽

しみました｡

ロングオフショアについては、みなさんそ
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れぞれの想いがあることと存じますが、我が

艇にとってば|r-I数1.マイルの航行の後、気が

つけばIMS順位でポイント差がわずかにな

っていた<SEAHAWKIV>(ワントン）と

利島の手前でダッキングマッチを交わすとい

うドラマ仕立てのような腱開になってしまう

とは夢にも思いませんでした。ここまでレー

スが長引くとは思ってもいなかったため、食

柵不足からくる‘|幽性飢鯛犬態に陥り、たび重

なるセールチェンジで1'1度もマストハンドと

セールパッキングを繰り返されたlll良オーナ

－をはじめクルー全員の脳典に「なんでここ

で、しかもｲ11Fが……」という@'jj,いがよぎっ

たことでしょう。残念ながら介艇がリタイア

という結果になりましたが、非常に思い出深

いロングオフショアレースでした。

呵史終レースは強瓜によりノーレースになり、

その時ﾉI1,iで<SEAHAWKI-IIGH5>の優勝、

<SEAHAWKIV>の堆俊勝が"筵しました。

しかし、その成績を残すまでの辿狸は、前l'il

のJAPANCUP敗退から今IIの優勝､準優勝

にいたるまでの|廿良オーナーにとっての良い

帆い、そしてそれにﾉJ添えしたクルーの成果

力罫1つの群えとなって返ってきたものと受け

II宮め、素Ⅱ'[に群びをlI尚みしめたいと,IJ,ってお

ります(竹中さん、!|!林ざん、愛作〈ん、ごく

ろうさま)。

岐後に、衆ll,'iらしいレガ､ソタを提供してく

ださったレース委乢公はじめ、NORCIILIAI係

各位のﾔ守さまへの感!洲の念を込め、終わりの

挨拶とさせていただきます。

へ

JAPANCUP1996総合成績表(参加20艇）

第4レーヌ 第5レース 第6レース 第7レース第2レース 第3レース第｜レース結
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’
’
２

セール

NC
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占
い
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へ'0

11
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16
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辰井榮一郎 '6．000 3 '8．000 2．500 ノーレースRET20．250 20 ｜，000 21．000’
■
●
．3000 SUMMERBOY |MX38

2．500 ノーレース斜森保雄 0．000
～

'4．000 RET28．500MUMM36 '9．000 8 '3．000 ２ DSQKARASU 24500

2．500
グI→

ノーレーハ池田真理雄 '7．000 '7 4．00027．000 4 剖司T'2．000 ７ '4．000 3MARlOEXPRESS MUMM36 ９Fへ穴へ

DJbj

笠原文和 0．000 '2．000 2．500RET ノーレース'8．000 3 '8．000 4 25．500 DSOMUMM36 3 95222 SANTARED

森幸美 2．500 ノーレース'3．000 '8 3．000 RET24．000 8'0．000 4 '7．000 5FLAWLESS MUMM36 |’5366

2．5005．000 ノーレース後藤裕 '6．500 '5．000 '6 RET'5．000 '0FARR40 '0 |｜，000 6ARECANBAY4033 b

杉村直樹 '7．000 2．500
ノIマ
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ハハ
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リリゼッ BJ－7
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2．500
ノl可

ノーレーグヘ古川保夫 5．000 10．000 RET4．500 |’5．000 '4 7．000 '8 '6FRE－41 '63335 ORlHlME

2．500高城昌彦 6．000 6．000 －レース6．000 '5 '5 剖目T9．000 4．000 '7FARR44 '2 '7DREAMPlC4722

土肥丈志 7．000 8．000 口仁Tl、L－I 2．500 一レース'3|，000 '9 2．000 9．000 '420 '5DABOHAZESUPER6 FST42S7'80
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大盛況となった､恒例のサントピア･オレンジカップレース
第22回オレンジカツブレース/第15回オレンジフェステイバルレース
●リポート／貞松猛郎(<アルビオ5＞･オーナー）●撮影／香山光宏、写真提供／舵社●リポート／貞松猛郎(<アルビオ5

5月3～5日の3日間、恒例となった第22回

オレンジカップレースが、淡路島サントピァ

マリーナをベースに開催された｡今回は､|MS

クラス20艇､CRクラス26艇の計46艇｡IMSク

ラスて総合2位になった<アルビレオー5＞

の貞松猛郵オーナーよりリポートしていただ

いた。 蕊
蕊I』

サントビアオレンジカツブレースに参加して

大阪湾南西部の淡路島サントピアマリーナ

で行われるオレンジカップレースも今回で

22回を迎えました。回を重ねるたびに、その

ロケーションのよさとホストクラブの運営の

へ素晴らしさに参加者は大満足。関西ではレー

サーからファミリーセーラーまで人気のある

おなじみのシリーズレースとなりました。

シリーズは3クラスに分かれ、IMSクラス、

CRクラスの日程は5月3，4，5日の3日

間。初日はソーセジコース2本2日目はシ

ョートオフショア島回り約30マイル、最終日

はソーセージ2本の計5本のレース、ファミ

リーレースクラスは5月4日に用意されまし

た。例年、早い潮と御風、劉風と気象変動が

大きいことで頭を悩ましますが、そんなレー

ス展開も楽しみの｜つです。

このレースレポートは本来優勝艇の<スレ

ッド＞が順当であると思いますが、都合によ

り総合2位の<アルビレオー5＞がレース雑

感として書かせていただきます。

〈アルビレオー5〉は共同オーナー艇でサ

ヘラリーマンや自営業者等||名の共同所有で

す。94年5月関西新空港開港記念環太平洋レ

ースの上海～大阪ルート出場のため|日艇を手

放し、新艇フアー40.7フイートを進水させた

以後アリランレース、鳥羽パールレース、内

海のレースと大阪湾中心に時間の許す限りセ

ーリングを楽しんできました。

第5RIMSスタート

さて、今回のオレンジカッブレースのIMS

クラスは、広島より同型艇<グランド綾>、今

評判のファ-39ML､ファ-34,1/V9.6のニュ

ーポート、CRクラスではマム30と、話題に事

欠かないフリートとなり、そのなかでどこま

で戦えるかとても楽しみでした。世間では、

やっと景気が回復基調に戻りつつあるといわ

れている昨今、ここサントピアマリーナでは

いかにも華やかなムードで別世界の趣を見る

思いで、各艇の頑張りぶりを充分に見せてい

ただきました。

レースは5月2日21時、艇長会議が始ま

り、滞りなく説明も終わりました。ところが、

質疑応答となったところである提案がなされ

たのです。

「レース中たばこの吸い殼は海に捨てない

ようにしよう、海を愛し親しむ我々のするこ

とではない」という内容でした。さっそく、

レース委員長濱永寛氏より、その場の出席者

に趣旨説明があり、動物愛護の立場から、海

洋汚染防止からも協力同意の要請が行われま

した。全員のOKは当然のことでした。この

提案で少なくともレース中煙草のフィルター

が捨てられなかったと思います。これを食べ

て死ぬ動物は少なからずいるはずで、本当に

よかったと信じます。ヨット乗りの皆さま、

今後もこの紙面お借りしてご協力こ賛同をお

IMS1位<SLFn>

願いいたします。レースは次のように行われ

ました。

5月3日風弱〈第｜レース中止。第2レー

ス延期

5月4日島回りオフシヨア

5月5日風良好'8～26ノット｡第4レース、

第5レース成立｡第2レース中止

3レース成立で我くアルビレオー5＞は総

合2位となりました。レースでの印象はいつ

もいわれていることながら、いかに手を抜か

すにボーラーダイアク､ラムに忠実にセーリン

グしたかが大きな要素ではないでしょうか。

今回、内海支部の元レース委員長故谷川日胄彦

氏にちなみ、同氏のカップ．が用意されました

これは、ベストシーマンシップ艇に授与され

ることなり、その栄誉に〈アルビレオー5＞

が選ばれたのです。大変名誉なことであると

感じます。レース中のマナーの然ることなが

ら、一番のポイントは艇長会議での提案が評

価されたのだと思います。失礼ながらレース

委員会も、ずいぶんと粋な計らいをするもの

だと恐れ入りました。今回のオレンジカッフ

レースは十二分にセーリングもでき、楽しま

せてもらいました｡今後は､我々NORCのメン

バーも、海の環境をもっともっと守るための

啓蒙を、｜人｜人進めて行くことが求められ

ているのではないでしょうか。

第22回オレンジカッブレース総合成績
IMSクラス(参加20艇）
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<たか〉訴訟シリーズ（第26回）

佐野言治証人の調書抜粋最終
JGYR92訴訟対策委員会服部一良

先月号の続き、「原本番号平成7年民第625

号の3第'9回口頭弁論」速記録の残りをお伝

えします。シリアルナンバー'67から最後の

285までの抜粋です。

(注：以下尋問、オーナー側代理人）

｢前々回のこ証言の速記録の69項によります

と、プロペラシャフトのやや後方上のところ

に、丸い穴の跡がありましたと、こうなって

いますね」「はい」

中略

｢その穴の位置についてお聞きしたいんです

が、その丸い穴の跡というのは、舵の位置と

比べて船首側にあったんですか、それとも船

尾側にあったんですか」「船首側です」

中略

｢小型船舶の長さの測度がなされるに際して、

現状のままの舵頭材の中心から船首まであっ

た場合に、’2メートル以上となってしまう船

というのはありますよね」「はい」

｢その場合は小型船舶としては登録できない

ということになりますね」「はい」

｢そういったケースで､舵頭材の中心から船首

までの長さを'2メートル未満になるように

舵の位置を船首側に移動しますよというふう

に測度官の方に申告して移動する予定の穴を

開けると、そういう方法で小型船舶として登

録してもらうということがあると私のほうは

ヨットマンの方から聞いていますけれと．も、

証人は、そういう事例があるということは聞

いたことがありますか」「問いたことありま

す」

｢だれからか覚えていますか｣｢いや､覚えてい

ません」

以上シリアルナンバー'87～217

｢〈たか＞号のメインセールが一音雌れたとき

のことについてお聞きしますが、武市さんの

口から、このままだと危険だと、レースを続

行すればクルーの生命に危険があると、危険

を伴うという趣旨の言葉を聞きましたか」

｢聞いておりません」

｢セイルの一部が破れた後で､他のクルーの方

から、このままレースを続行すれば命の危険

があるという趣旨の言葉を聞いたことはあり

ますか」「ありません」

｢証人は、そのセイルが一部破れた当時、この

ままだと生命の危険があるというふうにお感

じになったことはありますか｣｢ありません」

以上シリアルナンバー219～221

(注：以下尋問国側代理人）

(証人著作の｢たったひとりの生還｣を示して）

｢この本のカバーの表紙側の裏ですが､そこに

ライフラフト漂流の航跡という図がございま

して、その中に'992年｜月9日の8時'5分の

P3C、それから9時|5分のYSI|の視認地点と

いうのが書いてありますね」

(証人うなずく）

｢この位置を特定したのはあなたですか」

｢これは粂匿志社の方が､あくまでも想定をして

示したと思います」

｢その潅志社の方が､何を根拠に特定したかと

いうことは知っていますか｣｢ーちょっと分

かりません」

｢では、あなた自身は、この位置だと思ったと

いうことでしょうか」「まあ、この辺ではない

かという漠然とした部分です」

｢証人は前回の証言の257項で、この視認地点

について、記憶というか、想像に基づいてこ

の辺だろうと特定したといった趣旨のお答え

をしておりますが、この視認地点の特定につ

いては、特に根拠がないということでよろし

いでしょうか」「はい、確固たる根拠はありま

せん」

以上シリアルナンバー226～230

(注：以下尋問原告側代理人）

｢平成6年3月2日付の被告協会の準備書面

の第｜の2の外洋レース規則の中に、オーナ

ーは、船体、スパー、’ノキン、セイル及びす

べての備品を確実に雪篇し、また安全備品が

適正に維持格納され、それらの使用法と置き

場所をクルーに熟知させておかなければなら

ない、という文章がありますが、ここで言っ

ているオーナーというのは、だれのことを言

うんですか」「水川さんです」

｢ヨットマンとしてベテランであるという武

市さんは、このくたか＞号のオーナーなんで

すか」「違います」

｢それでは､〈たか>号のオーナーである水川さ

んから、あなた方乗組員が、安全備品である

イーバブの使用方法について熟知させられた

ことがありますか」「ありません」

｢やってくれていないですね」「はい」

｢同じ準備書面の第｜の3の中に､船舶の運行

－○

責任がその船舶の所有者（オーナー）及び船

長にあることは、帆船時代から培われた海上

社会の慣習であり全世界共通の法的原則であ

ると、こういう表現があるんですが、ここで

言っている船舶の所有者（オーナー）という

のは、〈たか>号の場合だれなんですか。水川

さんですか､武市さんですか｣｢水川さんです」

｢じゃ、この船舶の所有者(オーナー)及び船

長にあるという、この場合の船長というのは

水川さんですか､武市さんですか」「水川さん

です」 へ

｢そうすると、水川さんというのは、世にいう

オーナー船長という立場の人なんですね』｢は

い」

｢水川さんというのは､この船長になれないほ

と無能な人だったんですか｣｢そんなことはな

いと思います」

以上シリアルナンバー257～264

｢甲第二号証(注：証人著作の「たったひとり

の生還｣）の本の被告協会が引用した236頁の

ところですが、あなたは、このままグアムレ

ースを中止してほしくないと、ただ危険だか

らやめてしまおうというのでは、海に逝った

6人の仲間は浮かばれないと思うと、こうい

うことを言っていますね」「はい」

｢その次の237頁のところで、私が言うのもお

こがましいかもしれないが､それならば､我々 へ

の事故を教訓として、今度は事故の起きる確

率をいかに少なくするかを考えることが必要

だろうと、こう言っていますね」「はい」

｢あなた方の事故を教訓として､あなたは事故

の起こる確率をいかに少なくするかを考える

ということが大事だとこう言っているんです

が、あなた方のこの悲惨な犠牲にたって、確

率を少なくしようと考えている教言lllというの

は、例えば、これとこれだということがあっ

たら言ってください｣[－－ちょっと簡潔には

言えません」

｢では､私のほうから、こういう場合は入りま

すかということをお聞きしますが、イーパブ

の装備、取扱いについて、この教訓として何

か考えていることはありますか｣｢電池の有効

期限というのがあると、またイーパブは定期

的に検査を受けなければならないということ

を聞いております。ですから、定期的に検査

を受ける範囲内で電池が有効であれば、電池

の消耗を防ぐというよりも、結線は常時して



おくべきだと思いますし、また、乗る私たち

も点検を怠ってはいけないんだと思います」

「海上保安庁などから､天候が非常に荒れてい

るのでレースの中止を検討したらどうかとい

う勧告があった場合に、あなた方のように外

に出ていて無線設備を持っているヨットに、

そういう勧告が出ていますよということを連

絡したほうがいいと考えておられますか、そ

れともそれはとゞうでもいいことだと。いまの

時点の教言lllとしてどう考えておられますか」

へ｢それは非常に難しいんですけれども､確かに

情報としてはそういったインフォメーション

も必要かと思いますが、ただ単にそれだけの

情報ではなくて、もっとより広い情報を与え

なきゃいけないと思うんですが、レースの公

平を期するには、すべての艇に同一の情報を

与えられるんであれば可能だとは思いますけ

れども、そのところは非常に難しいと思いま
一

9」

「すべての艇は、しかし、協会のほうから出る

無線が聞けるんじゃないんですか。協会が情

報を与えれば」「ただし、機械ものですから、

故障とか、また電波の状態が悪いというとき

もございますので、逆に、その情報をもらっ

たことによって迷ってしまうということもあ

ると思います」

「こういう本件レースのような状況でのいる

へんな事故が相次ぐゞときに、協会の捜索は、や

はり今回のような時間をおいたほうがいいと

考えておられますか、それとも臨樹芯変だと

いうふうに教訓として考えておられますか」

「助けてもらった自分として言うのはあれな

んですけれと．も、もう少し早く助けてもらい

たかったと思います」

以上シリアルナンバー276～282

(注：以下尋問NORC側代理人）

｢先程､本件グアムレースに参加することにつ

いて無謀ではないと、無謀とは思っていない

というふうなこ証言がありましたけれども、

この点について、スタート当日であった平成

3年'2月26日の時点でのお気持ちとしても、

無謀ではないというふうにお思いでしたか」

｢あまり天候がよい状況ではありませんでし

たから、嫌だなとは思いましたか、けっして

無謀だとはそのときは思いませんでした」

(証人著作の｢たったひとりの生還｣を示して）

｢その30頁の4行目に､体調､やや菫馬場の感

じながら、気合は入る。勝負に賭ける気持ち

が私にはあったし、それはくたか＞号の全員

にあったと思うと、そのような誌裁がありま

すけれども、この出発当時のあなたの気持ち

としては、ここに書いてあるような気持ちで

よいというふうに伺ってよろしいですか｣｢は

い」

以上でもって、年末年始を挟み正味5カ月

に及んだ、佐野＝治証人への原告被告双方の

尋問は一切終了しました。

それにしても、こ報告したレポートでおわ

かりのように、尋問は周知の事実の確認に止

まり、新たに発掘された事実など、ひとつも

ありません。いったい、証人の負担、要した

月日、関係者双方の費やしたエネルギーは何

のためなのか、毎度ワンパターンの感|既で申

し訳ないのですが、むなしい限りを覚えます。

わかったことは、唯一、自分のことは棚に

上げて、相手の非と思えるところを最大限の

形容詞を使ってアピールする自己正当化の論

理だけです。あれで裁判官はどのような心証

をもつのか、とても当方にはわかりません。

サスペンスドラマのように、刑事や検事、そ

れに弁護士の主張は、それぞれに説得力があ

ふれ、手に汗を握る法廷のシーンで、ついに

真実があばかれるなどは、しょせん絵空事の

世界。比べてしまうのは素人の悲しいところ

かも知れません。

以上

速報

3月21日の法廷に尾島裕太郎JGYR92レー

ス委員長が、証人として初登場しましたが、

5月9日に裁判長の真ん前の証人席に、再び

登場しました｡初回は、NORC側の代理人から

の、はっきりいえば打ち合わせができている

一問一答でしたが、今回は原告側の尋問で、

質問を受けるこ当人はもちろん、傍聰常のこ

ちらを含めるNORC関係者も緊張気味でした

原告側代理人の尋問は、すでに前回の入定

質問などで「会社役員」と明らかにされてい

る証人の職業を、執j劫に問い質すところから

始まりました。レース委員長の職種やもしか

したらその貴賤などが、レースの事故とどの

ような関係があるのかさっぱりわからず、当

方は第3回のJGYRでレース委員長をつとめ

させていただいていますが、もしもあのとき

くたか＞と同様な事故とくたか＞と同様な提訴

を受けたら、当方は証人席で「あなたの職業

7
『
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は会社員となってますが、その年齢でまだ平

社員なのですか、具体的に何をやっているん

ですか」なとゞとまともに聞かれたかも知れな

いと、ともかく冒頭から唖然となりました。

その他、証人の返答が質問側の意図通りに

運ばない場合も異様でした。たとえば、前会

長の石原慎太郎氏は、著作の中で日本近海は

世界でもっとも凶暴な海と認識されてますが、

証人は、というような問いに、たしかに日本

付近の海は荒れることで定評はありますが、

日本の海だけが荒れるわけではありませんな

と、いう答えをすると、問うた側はカリカリ。

あなたは石原|真太郎前会長よりもキャリアが

あるんですか、などといって、最後は鼻先が

フンの「まあ、いいでしょう」で終わったの

もショックでした。

この「まあ、いいでしょう」の表現は、再

三におよび、質問者の口癖、常套句であるの

を匂わせていますが、通常の社会通念では、

この種のいいかたは捨て台詞のはずです。試

しに辞書を開いたら、捨て台詞とは、相手を

おどしたり軽蔑したりする言葉とありました。

ぴったりあの場の雰囲気に似合います。

だいたいが証人は着席したまま、質問者は

立ち上がっていて、証人は常に見下ろされて

いて、声も斜め上から響くのです。設定から

して決して対等ではなく、証人の人権は軽ん

じられています。しかもそのうえ捨て台詞さ

えあびなくてはならないのですから、たまり

ません。またまた裁判の不可思議な面を発見

l土’十－
しふいJ－o

また海上保安庁からのﾚｰｽ中止の検討要

請に関して、原告側代理人は、あなたは、こ

んなもの、参加各艇に伝える必要がないと思

ったんですね、と聞いてきました。

NORCの関係者は、海上保安庁からの要請

を、内部でも、あんなものとかこんなものと

かいうような代名詞を一度も使ったことはあ

りません。愚弄するかのような表現を使って

も得られるものは何もないという程度の常識

は、全員がわきまえています。

それにしても原告側代理人は、よくよく品

位のない用語がお好きなようで、そのうえ悪

辣です。自らの品位はともかく、相手の品位

をおとしめるのに何もいとわないのですから、

これにもおどろきました。

なお、今回の2時間で原告側代理人の尋問

は終わらずに、あと30分は欲しいということ

で、次回（日時7月4日'3:30場所東京地裁

627号室）も尾島裕太郎JGYR92レース委員長

が登場します。次々回は日時が9月’9日’0：

30、場所はいままでと同様が決まりました。

以上
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NORC全国支部長への公開質問玉

質問1．ご自身がお考えになる、現在のNORCが抱える最重要課題とは何ですか。また、

その解決策としてどんなことが考えられますか？

質問2．貴支部が、特に本部に要望したい点は何ですか？

質問3．貴支部が、現在抱えている課題、あるいは実行したい仕事とは何ですか？

質問4．貴支部における今年のメイン・イベントとして、どんなものが挙げられますか？

北海道支部支部長／田中義治

(回答がありません）

津軽海峡支部支部長／米山良勝

(回答がありません）

常磐支部支部長/川崎貢

(回答がありません）

関東支部支部長/古川保夫

囮会員がNORCに何を求めているか、を的確に判断すること。一

見、無関心をよそおってはいるが、批判を静かに秘めている会員

にひろく心を開いてもらえる政策を打ち出せるかどうかが最重要

課題と考えます。執行部のやる気如何でしょう。

回支部が改革のみちのりを模索しているのを、最低、妨害しないこ

と。長い間、たまりに溜まった官僚体質を払拭すること。いまこ～
そ、真の公益法人としての活動を切に要望したい。

回財政の逼迫。一部の活動している人々だけではなく、支部、ひい

てはNORCに所属していることに多くの会員が意義がみいだせ

るよう種々の提案をし、執行部は有言実行。誠意をもって、すべ

てを処理すること。

囚各フリートやクラブが真剣に取り組むものが､即､支部にとってのメイ

ン｡軽重はつけられません｡もし､現在の関東支部の動きが､時間の

重みに耐えて評価されれば､支部にとって､それが今年のメイン･イベ

ントだったと言えると思います。（副支部長高田尚之）

駿河湾支部支部長/松永一生

囮．－国を代表する団体の会員としてのステイタスの失墜。

・無効セールナンバーの処置。

・機関誌の内容は毎月必要とは思えない。内容を充実して季刊に

すべき。

・新任理事には経過不明。

回フリート活動事業が中心の状況ではNORC会員が「変わり者扱

い」されかねません。前記の通り「外洋帆走を志す者の団体」と

してのアイディンティティの確立が大事と考えます。

回・プロテストに対する対応を公開等の手段で明確にして下さい。ヘ
グアムレースの流言的伝言が聞こえるのは不快です。

・会員（フリート）の集合。酒盛りでも行い、先ず会員相互を知

る事から始めます。

回・フリート（浜松、清水、沼津）対抗レース

・駿河湾チャンピオンシリーズ（松永一生）

東海支部支部長／小林勝彦

田財政問題。会員減少の傾向です。

本部、関東分離による小さな本部、リストラを積極的に行うこと。

Offshore誌は地方会員とのコミュニケーションとして重要。

前向きに考えて会員増強の場とする。

回支部の各地の事情があると思いますが、支部でまとめることの出

来ることは支部にまかせる。本部はORC・行政・学術・安全・計

測・会員・艇登録の業務を行う。オフイシヤルな部分のみとする。

回会員・艇登録の増強。NORCのメディアに対しての理解を得る。

当支部は役員のボランティアによって会費90％の内でどうにか運

営しています。社団法人としてのNORCの会員にプライドを持

っていただく様に努力しています。

囚工ﾘｶｶｯブレース(第10回を迎え約160艇のエントリーがあります）
鳥羽パールレース（海の祝日記念事業として）

伊勢湾カップレース（東海テレビの後援で8月4日に行います）

（小林義彦）

－8－
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全国12支部長からのアンケート回答

近畿支部支部長/三井祥功

囮財政の建て直し。

出費の見直しと、予算内での執行。

囮本部職員と支部職員との円滑を計るため、定期的に支部の訪問を

望む。

回支部の会報の遅れ。

へ会員の増加。

四5月26日ヨットフェスティバル

9月14～16日へインズカップ

（三井祥功）

内海支部支部長／山村彰

囮財政問題だ。NORCの会員でなくてもレースを行う現状をどう

するか、ルール、安全面でNORCのノウ八ウを利用しながら

NORCと関係のない所でレースが行われていることにメスを入

れれば、会員数は増え問題は解決すると思う。

回本部のスリム化だ。レースを主催しない方向に行く事は正しいと

思うが、収入減をどうするのかが問題である。支出を少なくする

（事務所移転等)、支出の－部を支部に負担させる(Offshore誌

等各支部に送る)。

回会員増を計る。①の事を実行し会員の増加を計り会費の値上げは

極力さける。海上保安庁(運輸省)等に我々の安全に対する活動の

へ必要性を認識してもらい、協力しながら安全に対する啓蒙を図る。

四今年は特別大きなイベントの予定はないが、来年4月に

「SailOsaka'97帆船パレード」が'98には「明石架橋完成記念ヨ

ットイベント」「メルボルン～大阪ヨットレース｣等ビッグイベン

トが予定されている。

（山村彰）

西内海支部支部長/岩田行史
牛I岳

田過去のしがらみや名称にこだわらず、海を愛する人達の集まりで

あるという原点に立ち帰り、日本のヨット界組織を一本化するこ

と。名誉とか欲など捨てて素直に話し合いによる解決が必要。

ENORC傘下各支部設立のふしめ周年行事として、理事会をその

支部地域で開催し、会員にも傍聴させたり、役員との交流行事を

もち、一般会員との親近感を増長させる。

回100万政令指定都市広島として公営ヨット八一バーの実現も間近

となり、その中に会員交流の中心となるクラブハウス設置に努力

したい。

囚宮島一周レース（37周年目）

瀬戸内海汽船レース（23周年目）

河上徹太郎杯レース（15周年目）

（岩田行史）

※（）内は回答者､回答はいずれも原文のまま。

玄海支部支部長／川村安正

囮財政問題

すでに本部の政策委員会等にて十分な討議がなされているとは思

いますが、思いきったリストラの必要があると考えます。

回①計測委員の不足や地方支部に現在計測委員がいないこと。ま

た計測機器等の問題で出費が多大にいなり容易に計測を受けら

れない。各支部に計測委員の育成をしていただきたい。

e本部主催レース中、他支部はこれに協力し独自に開催しない

よう要請する。本部レースを最優先すべきである。ジャパンカ

ップの権威を取り戻してほしい。

回①支部主催レース、（毎月のポイントレース)への参加艇の減少

eタイトルスポンサー獲得問題

⑧VHF開局の為の講習会の実施

囚①海の日記念・対馬レース（7月17.20日）

e三姉妹島親善レース（9月14．15．16日）

（川村安正）

南九州支部支部長／松本四郎

田財政の健全化、そのためには会員拡大及び経費の圧縮。会員拡大

はだれでも入会しやすいNORC・会員がたのしめる協会

回会費の値上は禁物ですが、権威ある本部、会員のための本部であ

ってほしい。

回会員数の横パイ状態。新入会員もいますが退会員もいる。会員各

自が念のために自分になにができるかを考えていただくことによ

って活発な活動へとつなぎたい。

囚国際VHF海岸局の開局

（事務局長剥岩政次）

沖縄支部支部長/城間祥行

囮会員の減少、会の活力の低下。解決策としては、若い会員の入会

による会員増。会員として魅力あるためには会の活動を広くアピ

ールし、入会によるメリットがある様にする。イベントを強く打

ちだし、ヨットをもっとポピュラーなスポーツおよびレジャーと

してアピールする。そのための広報活動を行う。

回1にあげた点を本部として推進して欲しい。特に末端会員にまで

NORCの存在価値がわかる様な方策を立ててほしい。

圃若い会員の入会が少なく会員の高齢化、組織のマンネリ化。レー

スの活力向上、レース及びクルージングのイベント化。

囚・沖永良部レース

・伊是名レース

・沖縄本島一周レース

・忘年会（城間祥行）

－9－



鍵騨 ［
蕊｡、

ざ詔

鷲 蕊 鴬
■

立
部今

関東会員はFAX情報サービスをご利用下さい。

やり方の分からない方は

044-E44-BSOO'､

に

蕊
蝋

（ 5）そ

蕊識 『『

孝一騨霧露

：冨声

'・灘羅
金簿息瀞

蕊蕊驚
2鷺v鞍蕊蕊

蕊
驚
蕊 す。この611に修II21久算を皆さまに提状しますが、いまこうした思い

切ったr段を採lllしたことにより、ようやく財政1I雌力ざ見えて米たよ

うに,W,われます。ヘ

メ､11m窓liをIMIfi'iすることに↑､ドい、家1fの倹約もしました。本部と支

部を尤令に分離し、'11束文祁は広さ6'W冒佃、家1Y)133,0001'1のとこ

蕊蕊

I

●月、315円

ろにリ|越しました。イ1Lがl佃しかない1鴻所です。でも、対面窓IIが

ないので、これで-|･分とぞえております。多分、これで年間、100"|'l

の節約にはなるとザえています。

いま、小‘､f技1年のj'どもでも、)13001'lの小世いではill'i}｣』しないで

しょう。’11束支部の公ilは、おおざっぱにil=ii・特別公iiの削介は

8対2。そしてilifrliがl11束文部に払っている「公伐」は、11たった

の3151ﾘ。イド|Ⅲjで3,800111．特別公此でも、年Ⅲ、8,8001'1…、これ

で、すべての経常麹l1,をまかなって支部を逆街してゆくのは､it大抵の

ことではありません。

令公iiにj血知を一・皿だすだけでも20"|'1もかかってしまうのです。

なにかをお仏えしなければと好えるときでも、「なすべきか､なさざる

べきか」迷ってしまうのです。

ailが払っている公'"は、本祁と父祁とに分けられ、本祁が6、支

那が4のiifil合でJIXflﾉlしています。水祁も、支那もその!I1から家IYを払

い、人i'|鋤を払い、1!師力しなければならないのです。

‐一般の公ilにとっては、洲j部の財勝に対する延辿感は他入ごとか

もしれませんが、ここ数ヶ)j、，洲蹄ljをリ|き受けた私たちにとっては

身も糸111る,ILj,いで公,;|-の碓移を〃1lながめています。いちどに畔めた職

iiの退職金もドンと、父払わなければならないのです。

●本年会費未納の会員のみなさまへ…

fr1Yはその年の211までに払い込むことになっていて、すでに70%

以上の会iiが納入済みです。8)jまで払い込まない会此には、ル畦で

OFFSHOREの配ｲIjがストップします。このたび本部の財布と関東の

11ｲ．ｲljがﾉ！芭伶に分離しました。従米からの惟友銀行の虎ノ門の銀行I1)AK

をいったんI1I鎖することになりました。剛山は、そのll座に入余して

くるものの仕訳に人手がかかりすぎるからです。本部も少しでも人手

をかけないようにしなければならないのです。

まだ、会jiの'l!で本年分の会曲未納の方は、すでに送られた振込川

紙は仙わないで~ドさい。「宛先なし」「I11"|11鋏」として返金乎統き力へ

mi例になります。将11人会曲は「さくら銀行三III辿り支｝iii･杵通65-

39659．，雁名：「N()RC会fY」に振込み、03-3452-8

031'､FAXください｡またはllll'l｣~1l")ﾘfまで振込済みi征コピーをl1;

逃して|､.さい。どちらの場合も、公ji悉号とお密ljijをお忘れなく。
●会員のご協力に感謝します

411の､ドば、執行祁は批､ﾄﾘを‘兇'|'舟で、Ⅱｲ政IWILのため、l孔1束文部の

"1m窓llを|11fi'i、|l筋のi#I兼化、機械化、分散化、外ii化に踏み切り

ました。iミテーマは＃IIIIIIに人作1Yをi'ill減するか、です。WIII削減には

aliのみなさまのご協ﾉJが必要です。

ちょうどIi(柵を洲量いているいま、l之かつた1ヶ)lが雑過しました。

そしていま、私たち帆付祁は公jiのみなさまのご協ﾉJに深く感,洲して

おります。おかげさまで､総合FAX'|'l'i服サービスはlllil)州に稼伽し、こ

の1ケ1lでA4版1､300枚におよぶ1I1込111:、実施要綱その他もろもろ

が公此の下にわたりました。もし、これを対面窓I1で処HI!していた

ら、すごい‘ガノJとそれｲ;IIﾙ心の人件1fがかかっていたでしょう。総合

FAX'l1'i縦サービスの橡仙にかかった初jﾘ峨川はおよそ5ﾉjl'l強､ラン

ニングコストは1枚40111,711#すぎに利)|jしていただけると261-'I。ど

うか711､ｹすぎにご利lllいただき、ぜひ、史祁経曲の節約にご協ﾉJくだ

さい。

まず､みなさまが多少のｲ§仙をしのんでいただければこのFAX'II'i"

サービスで、今後、人i'|:'出や印111幟はl;II,I1の節約になると与えていま

●安易に本部に電話をかけないで下さい

本部と文祁の分離は財猜の面だけでなく、機能のImでも蒜々と進ん

でいます。

今後本祁は、もっぱら公益法人の11:1；に集II'していきます。本祁も

り|っ越します。

｜兇1束の公此は、本祁と支部のl><MIIを,'勘識していませんので、1111でも

本祁に,IE,禰て机淡をしますが、これからは本部も「関東支部の会幽」

にだけかまってはいられないのです。どうか、閃來の会員は、本祁が

本米のi1:'Ifをするのを妨,iしないでください。安易に本祁に',:II】活をか

けないで|､さい。.IE!活を本祁にかけてfっ取り-111く1''lかを|1Ⅱきll!!すの

は「あなた1人」でも、イ|呼をする人、つまり本祁の,IE!謡はl鳴りっぱ

なし…ということになるのです。般公此力爵木部とI1I1按かかわりのあ

る受ｲ､l葉務は「IMS脚係」と「無線閃係」だけということになりま

す。その他のものは令祁支那経1llです。
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大島レース(KSC第2戦)成績表
5月25日、葉山沖スタート、参加21艇

IMS-Aクラス

総合順位|セールNo艇名艇種
4500カラスマム36

25363ﾏﾘｵｴｷｽプﾚｽﾏﾑ36

35333BJ7ベネトウ40．7

43335織姫フレーズ41

54241ゼネットJ－39

1MS-Bクラス

’22211あずさ｜ファ－34
2127771光｜スワン4O

CRクラス

’46041フアースト｜スウイング34
詳細結果は162…#287-03-3452-8115-50#

また、KSC第4戦のこ舎案内のアドレスは、

162…#287-03-3452-8115-68#

第7回バージンレースのご案内のアドレスは、

162…#287-03-3452-8115-88#

関東支部レース成績はインターネットで世界に発信しています。

アドレスは、「関東支部RACEINDEX」

http://www.imasy.or.jp/~sail-jpn/norc/racekanto.html

■
■

参加7艇

|オーナー名
斜森保雄

池田真理雄

猪狩光着

古ノ|｜保夫

神部静江

参加7艇

|杉村直樹
|砂田信一

参加7艇

｢面~宙~粟~言

関東会員は本部に安易に電話をしないで下さい。

関東会員用の電話はOB-B4SE-B口皀1

FAXはOS-B45E-BOB1

FAX情報サービスのアドレス(ROX番号)も044-244-86

00で教えてくれます。「ヨ､ソトのものだ｣といって1くさい。無料で案

へ内してくれます｡臨時アドレス以外は米年もljilじところにlilじ'IIji報(実

施要項など）が入る予定です。総合メニュー、メニュー便利'限もご利

川ください。

臨時関東支部代議員会／総会開催(公告）

日時：’996年6月22日(土曜）

’3:00/'3:00開会

場所：虎ノ門・国立教育会館504会議室

議題：昨年度事業報告・決算の承認

本年度事業計画・修正予算の承認

その他

(代議員会と総会は、報告等重複部分を同時進行にします）

議案等詳細は6月’2日より総合FAX情報サービスに掲載します

アドレス162…#287-03-3452-8021-30#

議事録は7月｜日より総合FAX'|議艮サービスに掲載します

アドレス162…#287-03-3452-8021-40#

●会員名簿を発行します…

NORCは1991年以来会員橘抑を発行していません。曲川倹約のた

め、関東分しか収録できませんが、なんとかやりくりして秋には名簿

を発行しようと好えています。支部への問い合わせのうち、会員が名

簿をもっていさえすれば､キ1I当に11llい合わせ力減ることがわかったか

らです。財政が……と言っていたのでは名簿発行がいつになるか分か

らないからです。それと同時に、公此の「所属フリート」の再調査を

する予定です。つまり、名緋はIﾘ『ﾙ功フリートのフリート．キャプテン

から会員へと、チェックしながら|肥ｲljしてもらうf定です｡「所属フリ

ート」経11-Iは無料、その他は送料コミ2,000円を考えています。

木年末には、フリー卜ごとにｲ職漣1の選出があります。イ罵義員は会

ji30人に1人の削合でフリート別に選川されます｡つまり、「所属フリ

ヘト」の叫洲盃は｢選挙人名簿｣の確定の意,床をも含んでいます。間

来支部ではｲ蹄卿i会の役目は大きな比重をもっています。規則でも総

会は平時にはｲ踊鯉i会の報告をうけ、それを承認をするという役割へ

と変化しています。総会の委任状の提出もありません。そのためにも

「選挙人名輝｣が1i'1年も改訂されていない境伏は改押する必要があるの

です。

口
関東支部蟇全臨時代議員会／総会開催(公告）

日時：’996年6月22日(土曜）

’6:35／'6:40開会予定

場所：虎ノ門・国寺教育会館504会議室

議題：｜，’995年事業報告・決算の承認を求めるの件

2．’996年事業計画・予算の承認を求めるの件

その他

代議員会と総会は、報告等重複部分を同時進行にします。

議案等詳細は6月’2日より総合FAX'|"Rサービスに掲載します

アドレス162…#287-03-3452-8021-31#

議事録は7月｜日より総合FAX情報サービスに掲載します

アドレス162…#287-03-3452-8021-41#

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
● ●

;第1同ｳﾂデｲﾝﾖﾂﾄﾚｰｽ；
大会名誉会長渡辺修治：

●

●

・ 羊催小網代オーナーズクラブ・
● ●

。「海の日」にふさわしい、美しい木造艇によるヨツトレースを。
● ●

。行います。タイムトンネルしたあのレースシーンを再現したいと。
●

： 考えております。．
：1．日程平成8年7月20日（海の日）．

●

午前10時小網代湾に集合、今艇でスタート海面：
●

●

● ●

へ向かいます。．●

：2．コース小網代沖-ｳ亀城沖のブイ→小網代湾口約10マイル：
レーティングのない艇は申し込み時にお知らせ下さい。● ●
●●

・3．参加資格木造艇。
● ●

・4．申し込みFAXO3-3466-5491吉岡久光。
● ●

・5．締め切り7月10日。

：6．参加費5,000円（艇長会議でお支払い下さい):
● ，，●

※詳細は、162…二287-03-3452-8021-100茸．●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
● ●

鳥羽レースの受付開始しています

申込締切：7月6日(土曜)まで必着

実施要項はoffshore3月号|2ページ掲載と同文

実施要項FAX情報サービスのアドレス

162…#287-044-233-1658-01#

申込用紙のアドレス

162…#287-044-233-1658-02#

裕次郎レースはまだ、実施要項も準備中です

準備が出来次第、実施要項のFAX情報サービスのアドレス

162…#287-044-233-1658-10#でサービスを開始しま

す｡裕次郎レースFAX情報サービスが準備中か､サービスを開始し

たかは、O44-244-8600(NTT神奈川ハローダイヤル）で「ヨ

ットのものだ」といい、会員番号と名前をつけて聞いて下さい。

無料です。
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開催:1996年4月28日～5月4日

場所:相模湾･佐島沖
タカキューカッブ1996／第8回日本ミドルボート選手権

日頃の練習の積み重ねがものを言う
●リポート・写真提供／日本ミドルボートオーナーズクラブ事務局
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シリーメレースとして定着したタカキ

含め参加61艇(IMSクラス31艇、CR

のインショアレース6本が成立。特に

ラスはくサモア>イファーョ1IMR)_nF

E催:E

ORクミ

ま強風下
L夕■一、〃

ﾖ回目を数え、

一ズは風に恵乞

えの総合優勝1i

く）イヲ詞一qﾉパ

哀泳 蝿
牢

｡艇）を集めて潮

【しいバトルを演じ

イーンゲ9T)-.1faR』一
国

鐸尭届

LOAEBft～SBftのキール･ボート61隻か参加してゴールデン・

ウイークに相模湾で開催された日本ミドルボート選手権大会は、幸運

というべきか？4月28日に順風の中で開幕し、連休中の悪天候の合

間を縫って、微風あり、強風あり、レース条件が変わる中で全6レー

スを予定通り行なうことができた。レース(内容)としては参加艇にと

っても満足できる大会であったと思う。レース運営については全く申

し分なし。レース委員長・運営委員長御苦労さまでした。

レース艇については、このようなレース条件を自艇を対応させて、

その性能を限りなく引き出して走る楽しみ、正にヨットレースの醍醐

味を十二分に堪能することができたヨットもあれば、レーティングに

相応しいボート・スピードが得られず、他艇の前を走っていながらレ

ースの成績か芳しくなくて苦労していたヨット（特にIMSレーサー

艇）もあった。また、軽舅マストのチューニングの問題からディスマ

ストしたと考えられる艇が数艇あったが、海象条件（波）がより悪け

れば、その数はさらに増えていたであろう。

いずれにしても、日頃、忠実に練習を重ね、自艇について研究を怠

らないヨットに勝利の女神が微笑んだことは間違いない。

ルール上の問題としては、風上マーク付近のレイライン上における

ダッキング(IYRR-41)と風下マークにおける回航ルーム(IYRR-

4巳)に関わるケースが見られたが､概ねルールに従って素B冑らしいレ

ースを行なっていたと思う。

最後に、日本ミドルボート選手権大会では、常に｢縁の下の力持ち」

であり、かつ、成否の鍵を預かる事務局長・野口隆司君ならびに実行

委員会諸兄の御苦労をねぎらい、大会が大成功裡に閉幕したことに拍

手を送りたい。

（第8回日本ミドルボート選手権プロテスト委員長周東英卿）
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タカキューカッブ／日本ミドルボート選手権1996

盛
…~､司戦鳥鐸蝉聾"､

Ｉ
溝
露
１
１

齢 醐
輪

艇馳

〈JUST7〉

成續で大満足でした。

今度は広島で待っています。秋の「SKK

CUP」に瀬戸内セーラーのレベルを試しに来て

ください。

最後になりましたがレース運営の方々、素晴ら

しいレースをありがとうございました。

●遠来艇<JUST7>五十嵐浩志

我々が<JUSTB>のころからﾐドﾙボｰﾄ選へ

手権に参加してはや7回目。ここ3，4年で、や

っと遠来賞以外で表彰台に上がれるようになって

きました｡最初のころは蒲郡からはるばる150マイ

ルも往復しながらまともな成績も取れず、関東の

レベルの高さに圧倒され「来年は必ず……」と悔

しい思いをしてきましたが、毎回終わってしまえ

ばすべてが楽しい思い出です。今回のシリーズは、

兄弟艇のくシャラク>、〈サエラ〉のトラブルで救

われた感かありますので、秋にまた関東で

RFSTな状態で戦いたいと思っています。最後

に事務局の皆さまありがとうございました。

〈海星丸〉

アのポンツーンヘ船齢14年のクルーザー．レーサ

ー〈海星丸〉が浮かんでいる。ただそれだけで広

島からやってきた田舎侍たちは大満足だった。

思い起こせば|MSは現在一番フェアーなレー

ティングと言うことで、昨年の夏IMSレーティン

グを取得し、その秋の「SKKCUP」で優勝し

て「豚もおだてりや木に登る」でついに日本ミド

ルボート選手権にエントリーしてしまった。

経費節減のため、3日半かけて自力回航。着い

てみると他のエントリー艇はどれも最新のレース

ボートでデッキレイアウト、船型も全然違う。ウ

ェイトインでは、まだ30kg残っているので食事

制限している人たちを横目に我々は荷物を持って

体重計に乗る。どうも場違いなところに来てしま

ったようだ。

さて、レースが始まってみると、各レースとも

レーティングでは一番遅いはずのく海星丸〉の後

ろに数艇引連れてのフィニッシュ!！ひょっとし

たら、なんて思っていると|MS･Bクラスで4位

(3位入賞まで‘0.5ポイント差）と思いもよらない

〈サモア〉写真右

●IMS優勝艇くサモア〉大石好幸

初めに大会関係者の皆さま、お疲れさまでした。

さて、私たちくサモア〉チームは今年もタカキュ

ーカップを手にすることができました。これもレ

ース1週間前になって、セールのリカットをお願

いして、快く引き受けて下さったセールメーカー

の皆さん、またさまざまな形でアドバイスして下

さったサポーターの方々など、皆さまには何とお

礼を言ったらいいか分からないほど感謝しており

ます。ありがとうございました。またぐサモア〉

クルーの面々も、この半年間よく頑張ったと思い

ます。口では言えなかったけど、私は君たちを誇

りに思っています。さらなるくサモア〉の可能性

を引き出すため、また頑張りましょう。こんなくサ

モア〉チームではありますが、皆さんまたよろし

くお願いいたします。

●遠来艇く海星丸〉山田克弘

日本のヨットのメッカ相模湾、それもシーボニ

タカキューカツブ／日本ミドルボート選手権1996総合成績

IMSクラス(参加31艇）

第｜レース 第2レース 第3レース 第4レース 第6レース第5レース総合

順位

セール

No．

虫公.今直
川､心、口

得点
艇名 艇種 オーナー名

順位 得点 I|眉付
P酵、6－ 順位 得点 得点 得点得点 順位 順位 順位 得点

大石巌3055 SAMOA FARR311MSｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

’ 31．250 ２ 30．000 29．000 31．250 96 26．000 3 23．000 叩
一
価
一
睡
一
唖
一
叩

500

000へ
250

000

000

堀田和正5208 N/MlMS35 26．000 ９ 30．000JUST7 6 23．000 5 27．000 2 ３ 29．000 ２ 30．000

鈴木秀明5072 ELEUTHERA YR10．3IMS 8 24．000 7
25．000 28．000 25．000 ２ 30．0004 7 I 31．250

和久井喜治郎324 AKlZUKl 9FARR31 23．000 ３ 29．000 22．000 4 28．000 ６ 26．000 7 25．000|[0

山本秀紀5015 ツボイ|MSI0．3CHOVECHUVA 22．000'0 8 23．00024．000 '2 20．000 9 27．000 8 24．0005

CRクラス(参加24艇）

第｜レース 第2レース 第3レース 第4レース 第5レース 第6レース総合

順位

虫公今
'1,J心匡l

得点

セール

No．
艇名 艇種 オーナー名

順位 得点 順位 得点得点 順位 得点 順位 順位 得点 順位 得点

佐藤文昭司民qワ
リリゾLー LAHAlNA SWlNG31 24．250 24．250 2 23．000 ３ 22．000 5 20．000 6 '9．000

０
０
０
０
０

０
５
５
０
０

５
２
７
０
０

２
８
５
８
６

３
２
２
１
１

松井久芳4577 目LFlN YAM－28S 3 22．000 '9．000 21．000 4 21．000 4 21．000 24．2504 I
角
●

吉田比呂充３
’
４
’
５
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IORクラス(参加6艇）

第｜レース 第5レース第2レース 第3レース 第4レース 第6レース虫公合
1W心口

111頁位

セール

No．
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小J心［．

得点
艇名 艇種 オーナー名

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 111頁位 得点
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X-3/4 内藤恒夫3018 DONKEY－lMPULSE 3 4．000 2 5．000 ３ 4．000 3 4.000 6.250 6．250’

平松栄一'088 INDEPENDENCEV YOK－30SR 2．0005 |、000 5.000 2 5.000PMS 4 3．000 2 ３ 4．000

能條秀夫3825 YR－3011ROUGE ２ 5．000 3 4．000 ２ 5．000 3．000 |、000 |、0004 DNS DNC

井上一典3414 ASlANSTORM YOK－32SR 6 |、000 4 3．000 5 2．000 2．000 ３ 2．0005 4 3.000
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セーラーの定番『。’‐§'･ビ‘‘序＝

ッ－のセーリンブｻｲﾀﾞクｻﾝダﾙを5名様に。
アキレス株式会社シューズ宣伝課03-3225-8159(直）

パンのシーズンになりました。今月号のポロシャツのプレゼント当選者は抽選の結果、辰井栄一郎様(兵庫

一ズンに最適な、アメリカが誇る伝統の県)、小村年則様(神奈川県)がウィンドブレーカー、井上卓郎様(京

スペリー・トップサイダー”のセーリン都府)、中嶋由美子様(大阪府)、森川武義様(静岡県)、鈴木三博様(北

海道)、名方俊介様(福岡県)がポロシャツに決定しました。

製品の問い合わせ先：アキレス株式会社シューズ宣伝課【

セーラー待望の半ソデ、短パンのシーズンになりました。今月号の

読者プレゼントは、夏のシーズンに最適な、アメリカが誇る伝統の

デツキシューズブランド“スペリー・トップサイダー”のセーリン

グサンダルです。

日本輸入発売元のアキレス株式会社のご提供により5名様にプレゼ

ントします。

リゾートカジュアルに対応する斬新なデザインのスペリー・トップ

サイダーサンダルは履き心地の良さと抜群のグリップカを装備しオ

ンデッキの八一ドな動きにもフィットします。

色は深紺、サイズはS、M、L(24.5,25.5,26.5)の3種類です。

標準小売価格は¥4,800｡

希望される方は、八ガキに住所・氏名・年齢・電話番号･NORC

の会員番号・所属フリート・所属艇名・希望サイズと「スペリー・

トップサイダーサンダル」と明記･今月のOFFSHORE誌の感想

をご記入の上、6月28日まで必着にて｢OFFSHORE編集部読者

プレゼント」係までご応募ください。

5月号のジャパンカップ1996オリジナルウィンドブレーカー及び
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'96海の日福岡･対馬オフショアヨットレース実施要 (抜粋）項

財笹川スポーツ財団SSFスポーツエイド助成事業

紬日本外洋帆走協会玄海支部

対馬セーリングクラブ

財笹川スポーツ財団SSFスポーツエイド事業

対馬厳原町合併四十周年記念事業実行委員会

福岡市、長崎県、厳原町、対馬島観光協会、厳原町観光協会、

対馬物産振興協会

福岡～厳原（62マイル）

1996年7月19日㈱18:00艇長会議(小戸ヨット八一バー会議室）

20:00スタート(小戸沖）

20日出17:00タイムリミット

18:00表彰式・懇親会

１
２
３

催
済
援

6．問合せ／参加申し込み

【申込先】〒819福岡市西区小戸3-58-1市立ヨットハーバー内｢文楽｣気付

NORC玄海支部Tel.092-884-1414Fax.092-881-6207

【申込期間］開始；’996年4月14日

締切：7月7日正午

※申込言および登録料の納付をもって申込受付の完了とする。

【提出書類】

工参加申込書（レース部門・クルージング部門）

己クルーザーレーティング証吉のコピー（レース部門）

3安全検査証のコピー（レース部門）
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OFFSHORE1996年6月号(No.248)目次

JAPANCUPOFFSHORESERIES1996…1タカキューカップ1996/第8回日本ミドルボート選手権

第22回ｵﾚﾝジｶｯブﾚー ｽ/第15回ｵﾚﾝジﾌｪｽﾃｨﾙﾚー ｽ･･･…5読者プレゼント･･.…･…．.…………．．……………．

<たか〉訴訟シリーズ(第26回）・…..………………6’96海の日福岡･対馬オフシヨアヨットレース実施要項

NORC全国支部長への公開質問………………･･･8新島クルージング・ランデブー･･･….．．….．……

関東･執行部発|NFORMATION(その5)……10

理事会／代議員会開催
開催日1996年6月29日(土）

場所虎ノ門国立教育会館会議室

第139回理事会13:00～14:50(501会議室）

第19回代議員会15:00～17:00(602会議室）
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表紙：全国からの精鋭艇を集め熱戦力繰り広げられたジ

ャパンカッフ／撮影：添畑菫

し経費減の努力をしつつある。

現在の制作予算(年間||回発行）は、80円の郵送関係

費を含み－部300円前後｡会報'｣委員会としては、5,000

名を超える会員とのパイプ投を果たすには、これ以上の

経費削減は難しいと考えている。ぜひ、会員のこ意見を

お聞かせ願いたい（本音噺事務所へFAXしてください)。

ちなみに全頁モノクロにした場合、年間400万円強あ

る現在の広告収入は、激減することが予想される。通巻

248号を迎えた「OFFSHORE」もついに岐路に立たされ

た。

（A）

囹罰皿国圓囹四m

今月から、リストラの一環として本部事務局が移転し

た。いま、NORCはグアムレース裁判をはじめとし構造的

な諸問題を抱えていることなどから赤字に悩んでおり､

本部機能のリストラカ進められている。

褥志に関しても発行予算や見直しが求められ、休刊を

はじめ隔月刊（実はこうなった場合、第三種郵便物の特

典が消えてしまう）や全版モノクロでよいといった声が

上がっている。すでに本誌も第三種の規制ぎりぎりの編

集内容、減ページ及び最小限のカラーページ設定に変更

OFFSHORE248号

鯆248〃・’|星成8年6ノjl5Il苑ｲj

毎jI1II1I15II発行

昭f'152年7)1211－1第二郵便物‘認いI

1部定{'|li300｢11(郵送料別)

苑イj社1.Ⅱ法人上1本外洋帆上協会

面j人戎野英武

締雌人Ilj川桐l彦

〒105収Jj端11港l天芝5-15-5泉ビル4階

′1t『満・束』i〔03(3452)5812

F入X・火』j(03(3452)5815

1号ljllilj株式会社気生』;;f胃印刷所

－15

二
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て新島クルージング･ランデブーに参加して
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●リポート／落合豊くアリアドネー7〉●写真／楳田敏雄くアリアドネー7〉,舵社

5月2日、気象通報を取り終えた頃、仕事終えたメンバーか集まり23時に神奈川県三浦市の

三崎マリンを出港した｡出港準備をしていた頃の視界50m以下の濃霧も､吹き出した西風に吹き

払われ満月の下、風速14ノットの真上がりで今回のクルージングは始まった。

今回のクルージング．ランデブー（本部クルージング委員会主催）には総勢21艇が参加。前

年よりはじまったこの企画は、今後ゴールデンウイークの花形イベントになりそうだ。

我々は、2年前の5)1には小制ﾙiへ､昨年は

i'i1lll'lllまでクルージングしており、瞳Mli雛には

'llIIれているが夜|ﾊl航海にllII応するためワッチ

は3人のチームの111.¥llll交代でスタートした

|,i111,1刻に川港したくモアージョイ＞とく俊

雄＞の2艇の航i"灯がすぐそばに兄える。｜}§｜

l"VHFで交ｲ,『した力ざ､レース以外で夜|川に1､ド

発するヨ､ソトを兇るのは初めての絲験。競争

ｲ|IFではなく、航海を共にするi'l'llllのマスト

灯~はいつもよりlﾘlるい感じがする。やや落ち

た瓜に機Iルヒをするが、泌予沖から北に映っ

た肌ｶぎ20～3()ノットと強まり、細塑も8～14

ノットを》｣くしll',した。膣Mli雌クルージングが

初体'験の2人には厳しいようだ｡しかし､その

おかげで311の'|-前911,fには新,(b港に約:〈こ

とができた。束〃(湾から駿i'il湾支那までの参

加艇21艇のうち、すでに3．4艇が符いてい

た。港内でも瓜が強くアンカーが少し知にな

るところである。紡いをとって!'ﾘl食を済ませ

411,fのパーティまでのんびりタイムとする。

いままでのくアリアドネー7＞のクルージ

ングは走ることがメインで、‘が港地でこんな

にのんびりしたことはない｡撚火肌,'｢}や,､内

散歩に1j〈打、釣りをする荷、各''1好きなこ

とをやっている。

ところで港内でキスの大きいの力訓可匹も釣

れ、｜ﾘ111のビールのつまみとなるべく、さっ

そく1%lかれてライフラインにぶら下げられて

いる。こういうことにかけては､<アリアドネ＞

のメンバーにぬかりはない。

411,fからのバーベキューパーティも、いつ

ものレースの興術を残した雰囲気とは異なり

各参加艇の日己紹介などありとてもなごやか

に進行する。とはいっても、新島の南東岸で

ヨットカざ座礁し船体放棄、全員が保安庁のヘ

リコプターで救出されるとの報に緊張する。

今IIIIのフリート参加艇ではないことがわか

ったが、楽しいクルージングだからといって

気を抜くのは禁物、といった空気が全興に伝

わる。

パーティののち、我々は式根島の民宿に向

かう。翌IIもいつものあわただしい早朝出港

と違ってのんびりと朝食を楽しんだあと、新

島に灰る。なにかこの艇はj甥舗舟になってし

まったようだ。

レースが始まるまでのⅢ、昨11のキスはあ

っというlHlにメンバーのW袋に､「もっと恥を

まぶしてから1重すべきであった」とビールの

－16－

つまみに関してはレースの反省以上に厳しい

指摘が出てくるのがこの艇の特徴。

我々が本部艇をつとめるレースは、風の弱へ

い中、島の子供達を体験クルージングで乗せ

ている艇など8艇が参加。振れまわる風を2

マイル程度の短いコースの中で、どうとらえ

るのか各艇苦労している衡紫。我々は、朝市

で買ってきたシッタカを煮て、ビールを片手

に本音艇の重責を果しておりました。

2日目のﾉ､陰ティは昨日知り合った同士、

体験クルージング参加の地元の子#鍵もまじ

えて、さらに和やかな雰囲気。自転車を使っ

た封筒捜しレースは、午前のレースにまさる

とも劣らない盛り上り。印象に残るパーティ

だった。

パーティが終わり、天候の悪化情報に各艇

早めの帰港｡我々も予定より早く18時30分出

港。小雨の中、風もだんだん強まる。幸いの

ことに海面は穏やかで、対地速度が対水速度

を2～3ノットを上回る状態が続く。そんな～

なか低気圧の接近よりも早くホームポートに＝／

帰れるように予定の浮波港にも寄らず、闇夜

の海をひたすら走り続け、51｣午前4時9時

間余りの航海で油壺に戻ることができた。

入港直後から台風並みの風力刈次き始め、改

めて低気圧よりも一足先に帰り着くことがで

きた自分達の幸運に感謝しつつ、フリートの

他の艇はどうしているのか案じたりもした。

後日談だが、翌5日にも殆どl可じ新島南東岸

でクルージング艇ｶﾂ坐礁、船体放棄したとい

うことだった。

また､艇間の通信には陸ll"VHF力罫大いに活

雌した。今回の新島クルージングランデブー

はいつもの1艇だけで行くクルージングとだ

いぶ趣が異なり、レースとはまた違った他艇

との交流があり、とてもたのしいもので、か

つ気象の変化も激しく海の厳しさも改めて感

じさせられた体験だった。｜典l係蒋の皆さん、

大変ありがとうございました。そしてまた来

年もよろしくお願いI1'しあげます。
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1996年ジャパン･カップ総合優勝

くシーホーク>(世良直彦オーナー）

ｒ

●

1996年ミドルボー睦手権IMS圖勝

<サモア>(大石巌オーナー）

窪…霊門
》

最高のセールを作ること､最速のセールを作ることは､もともとそんなに簡単なことではありません。

長期間にわたる研究･開発､信頼できるトップクラスのセーラーとの協力関係と彼らからのフィード・バック、

時代の最先端のテクノロジーを常に取り入れることのできる技術力､そして､セール作りに妥協を許さないスタッフの情熱……o

これらすべてがそろって初めて､最高かつ最速のセールを生み出すことができるのです。

私たちは､最高･最速のセールを作ることのできる数少ないセール･メーカーのひとつだと自負しています。

私たちのロフトで作られたセールが世界の海で活躍しているのも､そのひとつの証明です。

この夏のアトランタで戦う8ヵ国のオリンピック･セーラーからのオーダーも続々 と入ってきています。

世界最高のセールを望むﾄｯブ･セーラーたちも､私たちのセールをそれにふさわしいセールとして認めてくれたようです。
最高のセール最速のセールをより多くのセーラーのみなさんに提供し続けることが私たちの目標です。
私たちは価格をこえた価値をお届けします。

本社･鎌倉ロフト鎌倉市台4-3-17〒247

PhoneO467(45)3666FaxO467(44)6777

横須賀ロフト横須賀市長井3-23-26〒238-03

PhoneO468(57)1262FaxO468(57)0370

神戸口フト神戸市須磨区衣掛町4-1-25平野ビル301号〒654

PhoneO78(734)1125FaxO78(734)1124

NORTHDIAMOND
SAILMAKERSJAPAN

国
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雌も山緒ある111際ヨットレースの名を冠することを唯一許された時計｢アドミラルズ･カップ』。

その洗練された個性とデザイン這発売当時より変わらぬ人気を博していま魂

常に先進'性を箇〈コルム社は､1996年､この｢アドミラルズ･カップ]にニュータイプを発表しました。

丸みをおびたフォルムと､ブレスレットとストラップの変更が可能なデザインを採用したこの訊ニュー･アドミラルズ･カップ"は、

確かな充実感をもってあなたの腕で時を刻み続けまれ

コルム11本総発売元日ホワイ子1-橘式会社〒101束京都T'代田区神田松永町18ビオレ秋葉原TEL､03(3253)1331〒542大阪市中央区西心斎橋1-15-7心斎橋アサノピル'正LO6(281)1831

直営店《ﾚｸﾚー ﾙ>〒100束点那T･代IH区内幸町1-1-1ｲﾝぺﾘｱﾙプラザ3F正L､03(3501)2721<ﾀｲﾑブティック>〒810福岡市''1央区天神2-11-l岩田展新館7FソルプラザTEL,092(721)1370

●戎fuの価脩は希咽小充価格(税抜価格)です雪●<ﾆｭー ,ｱﾐﾗﾙズ･ｶｯプ》【二は､紳士1M､蟠人"1,中間ｻｲズ.クオーツモデル､F1助巻きﾓヂﾙ､SS製､R8KPG・SS製乎各種のパﾘｴー ｼｮﾝをご1M意L,たしております。

■+-分なｱﾌﾀー ｻー ピｽをお約束するために､コルム時計は以下の信顔ある正規特約店にてお頁い求めください。函館丙吹,､札幌三越.東急･そごう.丸井今井.審美堂.オバラ.徳永時針店/旭川丙武･欲旧盆/男鹿ｲﾄｳ/仙台ams西武･三越･葎埼/釜石X賞党/郡山丸井/水戸丸X:/土浦ﾒL井/箪
波内政/宇都宮内政/大宮研鳥陥･そごう･jLN:/浦和1jI跨叶/川口そごう･ﾒL汁./草加ALN:/柏そﾆー ﾗ.』L丼/松戸伊躰丹.そこ'う/船横西武.そごう/千葉三越･そごう･'‘東京･近郊高島脇(東京.立川･正川.横浜).西武〈渋谷･池賎･川崎.所沢)･三越(11本倍'銀晦･池袋･新宿)･東武(池袋).大
』L(東榊.伊暢),}(新市.立川.棚模原).』i〔{;〔祈慌).小'H芯.(所帝･町IH).松坂隅（I三野.銀唯.横浜).栓略(銀座.我竿〕、東怠(本暗.東横.古祥寺.町田)･近鉄(古祥寺)･そ二ラ(横浜･多摩･有楽■'･八王イ･)・丸井([11野・上野･錦糸町･渋谷･池袋･新宿･I玉1分寺･大・井町･町田･横
(“kプﾘﾝｽ).椥光.》斌壷(銀座).ﾖﾝダ.さいかや(横綱賀).ﾊﾅジー 才/新潟伊韓｝･}/松本ﾌｷﾜ/甲府岡醐/沼津丙拭/脾閏丙武･タカラ電･松坂賭･jL井/浜松丙武･怯蔓/津松亜/焼津ムラﾏﾂ/大府八神/■橘西武/■田そごう/金沢大和本店./名古匠松坂屋･三越/京都高
J油;･大ﾒL/奈良そごう/和歌山ジｮｲﾏﾂパﾗ/大阪大ﾒL(心斎橋).問昂曙(大阪)･そ琴うぐ大阪〕･阪急(梅田｝.松坂隈(火満惜).近鉄(阿部野)･やぶ内時針鋪･仲庭(三番街店).まるき宝飾/神戸そごう(神I了.西神).ｶﾐﾈ〈さんプラザ･ﾄｱﾛー )･三宮(さんちか>/加古川そごう/姫路ヤマトヤシキ／

岡山尺揖曜.ﾄﾐﾔ/鳥取!i,H:術/福山天満尾.そごう/広島そごう(広島.典).卜･村時計店･ｼﾝｶﾜゾｭｴﾘー 卒i曲店/松山L,よてつそごう/海松4ﾐ巧壺/徳島そ雲う/漉知西武･火ﾒL/福岡渦､尾･大丸/小倉そごう(小倉･煕埼)/久留米器ⅡI屋･豊野時叶店/熊本大檎蹄計店/佐世保みつの


